
もくじ

・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
リ
ニ
ア
ッ
ク（
放
射
線
治
療
装
置
）再
稼
働
の
お
知
ら
せ

・
市
民
公
開
講
座
の
ご
案
内
・
広
報
誌
を
ご
覧
の
皆
様
へ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Ｐ
２

・
・
・

Ｐ
３

・
・

Ｐ
４

　

昨
年
９
月
よ
り
広
報
委
員
会
委
員
長
を
勤
め
て
お
り
ま
す
。皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

病
院
に
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
み
な
ら
ず
地
域
の
方
々
へ
の
静
岡

病
院
で
の
最
新
医
療
の
ご
紹
介
、啓
発
活
動
と
い
っ
た
広
報
活
動
は
、当

院
の
社
会
的
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、順
天
堂
大
学
で

は
、す
べ
て
の
附
属
病
院
、す
べ
て
の
学
部
が
連
携
し
て
広
報
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、静
岡
病
院
広
報
委
員
会
は
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
静
岡
病
院
ニ
ュ
ー
ス
で
は
各
診
療
科
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
よ
る

医
療
の
ト
ピ
ッ
ク
の
解
説
、病
院
部
門
の
紹
介
、講
演
会
の
お
知
ら
せ
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。皆
様
ご
覧
い
た
だ
き
、ご
要
望
、お
気
づ
き
の

点
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
地
域
医
療
連
携
室
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ご
自
分
の
病
気
は
、何
科
に
行
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
悩
ま
れ

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
外
来
日
割
り
表

に
は
、各
外
来
の
担
当
の
病
気
が
わ
か
り
や
す
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
受
診
の
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト

も
開
設
し
て
い
ま
す
。左
記
の
QR
コ
ー
ド
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

広
報
活
動
の
充
実
の
た
め
、今
年
度
か
ら
市
民
公
開
講

座
を
隔
月
開
催
か
ら
毎
月
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。患
者

さ
ん
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
の
方
を
対
象
に
、様
々
な
病

気
に
つ
い
て
の
最
新
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。皆

様
方
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病
院

消
化
器
内
科　

教
授　
　
　
　
　
永 

原 

章 

仁

広
報
委
員
会
委
員
長
就
任
の
ご
挨
拶



　

痛
み
は
、
身
体
に
生
じ
た
異
常
事

態
を
知
ら
せ
る
警
告
反
応
と
し
て
大

切
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
痛
み
の
原
因
が
明
ら
か
と
な
っ

た
あ
と
、
痛
み
は
私
た
ち
に
と
っ
て

有
益
な
存
在
か
ら
不
必
要
な
、
さ
ら

に
は
有
害
な
存
在
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
警
告
の
役
割
を
終
え
た
痛

み
が
長
く
存
在
す
る
と
、
よ
り
強
い

痛
み
や
新
し
い
痛
み
が
現
れ
て
く
る
、

い
わ
ゆ
る
痛
み
の
悪
循
環
が
生
じ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
痛
み
が
長
期
化
す

る
と
私
た
ち
は
、
本
来
の
自
分
を
見

失
い
、
生
活
の
質
が
低
下
す
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。　

　

痛
み
に
は
、
そ
の
成
り
立
ち
か
ら

何
種
類
に
も
分
類
さ
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
本
来
の
痛
み
の
機
能
に
由
来
す

る
痛
み
（
侵
害
受
容
性
疼
痛
）
、
病

的
な
痛
み
（
神
経
障
害
性
疼
痛
）
、

心
情
と
密
接
に
関
係
す
る
痛
み
（
心

因
性
疼
痛
）
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

部
位
別
に
み
て
も
、
頭
部
・
顔
面
痛
・

頚
肩
腕
痛
・
胸
背
部
痛
・
腹
痛
・
腰

下
肢
痛
・
骨
盤
内
の
痛
み
・
陰
部
痛

な
ど
身
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
位
の
痛
み

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
痛
み
を
起
こ

す
病
気
の
種
類
と
し
て
は
、
三
叉
神

経
痛
、
筋
・
筋
膜
性
疼
痛
症
候
群
、

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
頚
椎
症
、
脊
柱

管
狭
窄
症
、
腰
椎
術
後
疼
痛
、
肩
関

節
周
囲
炎
、
胸
郭
出
口
症
候
群
な
ど

筋
骨
格
系
疼
痛
、
帯
状
疱
疹
・
帯
状

疱
疹
後
神
経
痛
、
が
ん
性
疼
痛
、
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
や
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
、

膠
原
病
な
ど
に
よ
る
難
治
性
潰
瘍
、

術
後
痛
、
複
合
性
局
所
疼
痛
症
候
群
、

幻
肢
痛
、
引
き
抜
き
損
傷
後
疼
痛
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
は
、
「
ペ
イ
ン
＝
痛
み
」
を
診
察

す
る
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
＝
診
療
室
」
の

こ
と
で
す
。
こ
の
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
薬
物
療
法
、
認
知
行
動
療

法
や
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
な
ど
の
様
々

な
方
法
を
用
い
て
、
有
害
な
痛
み
を

緩
和
す
る
た
め
の
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
痛
み
で
も
治

せ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

痛
み
の
中

に
は
治
療
の
た
め
に
手
術
を
必
要
と

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
現
代
の

ど
の
よ
う
な
治
療
法
を
も
っ
て
し
て

も
無
く
な
ら
な
い
痛
み
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
慢
性
痛
と
言
わ
れ
る
長
期
に

亘
っ
て
軽
減
し
な
い
痛
み
は
完
治
し

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
的
状
況

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て
、
少

し
で
も
痛
み
を
軽
減
し
、
本
来
の
元

気
な
自
分
を
取
り
戻
し
、
生
活
の
質

向
上
を
目
標
に
い
た
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
の
注
射
、
薬
物
療
法
に
加
え
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る

理
学
療
法
や
認
知
行
動
療
法
と
い
う

心
理
療
法
を
行
な
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
一
番
重
要
な
の
は
、

患
者
さ
ん
が
自
分
の
痛
み
の
原
因
を

理
解
し
、
痛
み
を
受
け
入
れ
な
が
ら

治
療
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
人
間
の
感
覚
は
末
梢
神
経
、

脊
髄
、
脳
に
あ
る
複
雑
な
伝
達
・
修

飾
制
御
機
構
に
よ
っ
て
簡
単
に
変
化

し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
小
さ
な
痛
み

で
も
心
理
状
態
で
大
き
く
な
っ
た
り
、

耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
痛
み
治

療
の
知
識
・
技
術
を
有
す
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
が
今
よ
り
も
少
し
で
も
、
痛

み
を
軽
減
し
、
よ
り
良
い
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
治
療
の
目
標
設
定
を
行

い
ま
す
。

（
当
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
日
本

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
学
会
の
認
定
施

設
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
）

麻
酔
科
・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

麻
酔
科
・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

岡　

崎　
　
　

敦

岡　

崎　
　
　

敦

麻
酔
科
・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

教
授
教
授
教
授

岡　

崎　
　
　

敦

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
痛
み
と
は
？

●
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
？



　

が
ん
治
療
の
中
で
も
、
こ
れ
か

ら
の
が
ん
治
療
に
お
い
て
は
放
射

線
治
療
を
上
手
に
使
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
国
民
の

２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な
る
社
会

と
な
り
、
が
ん
患
者
が
増
加
し
て

い
る
昨
今
に
お
い
て
、
内
科
的
合

併
症
や
高
齢
の
た
め
に
手
術
的
切

除
や
抗
が
ん
剤
に
よ
る
治
療
が
困

難
な
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
放
射
線
治
療
は
他
の
治
療

法
に
比
較
し
て
低
侵
襲
で
あ
り
、

身
体
機
能
や
形
状
を
温
存
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
こ
う
し
た
患
者

さ
ん
で
も
が
ん
の
種
類
に
よ
っ
て

は
手
術
成
績
と
同
等
の
根
治
を
目

指
し
た
治
療
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。
再
発
・
転
移
し
た
場
合
や
、

痛
み
を
取
り
除
く
緩
和
的
治
療
に

お
い
て
も
放
射
線
治
療
は
効
果
を

発
揮
し
ま
す
。

　

近
年
の
放
射
線
治
療
機
器
に
お

け
る
進
歩
は
目
覚
し
く
、
腫
瘍
に

限
局
し
て
集
中
的
に
照
射
で
き
る

技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

方
向
か
ら
の
放
射
線
の
投
与
量
に

強
弱
を
つ
け
周
辺
組
織
の
副
作
用

は
許
容
で
き
る
程
度
に
抑
え
て
標

的（
腫
瘍
）に
効
率
よ
く
照
射
で
き

る
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ
：Intensity　

Modulated 

Radiation  
Therapy)

は
多
く
の

疾
患
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

標
的（
腫
瘍
）の
動
き
も
考
慮
し
て

動
態
追
跡
技
術
と
画
像
に
よ
る
確

認
を
組
み
合
わ
せ
た
画
像
誘
導
放

射
線
治
療
（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
：Image 

Guided Radiation Therapy

）も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
（
放

射
線
治
療
装
置
）
が
老
朽
化
に
伴

い
平
成
27
年
10
月
よ
り
装
置
更
新

の
た
め
休
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
28
年
４
月
よ
り
新
装
置
で
の

放
射
線
治
療
が
開
始
と
な
り
ま
す
。

新
装
置
に
は
右
記
装
備
が
さ
れ
て

お
り
、
今
後
段
階
的
に
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。
装
置
設
置
に
伴
い

放
射
線
治
療
室
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

い
た
し
ま
し
た
。（
写
真
）
放
射

線
治
療
は
、
地
下
１
階
の
放
射
線

治
療
室
で
行
い
、
通
院
の
方
は
予

約
制
で
待
ち
時
間
は
ほ
ぼ
無
く
、

一
般
的
な
治
療
で
あ
れ
ば
、
１
回

の
治
療
は
更
衣
も
含
め
て
15
分
前

後
で
終
わ
り
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
室
で
は
、
放
射
線

腫
瘍
医
師
、
放
射
線
物
理
士
、
診

療
放
射
線
技
師
、
放
射
線
療
法
看

護
認
定
看
護
師
の
専
門
チ
ー
ム
で

協
力
し
て
治
療
を
行
い
ま
す
。
毎

日
の
治
療
の
場
に
お
い
て
、
患
者

さ
ん
が
少
し
で
も
安
心
し
て
安
楽

に
治
療
を
受
け
て
頂
け
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

麻
酔
科
・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

岡　

崎　
　
　

敦

教
授

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

放
射
線
科　

准
教
授

が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護
師

水　

谷　

好　

秀

山　

田　

真　

紀

リ
ニ
ア
ッ
ク（
放
射
線
治
療
装
置
）

再
稼
働
の
お
知
ら
せ

（写真）



広報誌をご覧の皆様へ
ご意見ご要望等ございましたら、下記まで御連絡下さい。

問合せ：順天堂大学医学部附属静岡病院 医療サービス支援センター地域医療連携室
電　話：０５５-９４８-３１１１（内線）３５５０

『形成外科をご存知ですか？』●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

～写真で見る形成外科疾患～

順天堂大学静岡病院市民公開講座 

■共催／順天堂大学医学部附属静岡病院／順天堂大学医学部／静岡災害医学研究センター／伊豆の国市
　　　一般社団法人田方医師会

17：30～18：30（開場17：00）平成28年4月20日■水

場　　所／順天堂大学医学部附属静岡病院　管理棟４階　第１会議室
　　　　　（静岡県伊豆の国市長岡1129番地）
定　　員／100名（定員に達した場合はお断りすることもございます）●

●

参加方法／どなたでも自由にご参加いただけます。当日、直接会場までお越し下さい。●

順天堂大学医学部附属静岡病院　地域医療連携室
TEL：055-948-3111㈹　FAX：055-948-2103（直通）

第４２回市
民
公
開
講
座
開
催
の
ご
案
内

講　師　形成外科　科長　古元 将和先生
こ もと まさ かず

『夏カゼから家族を守りましょう』
～夏のカゼは冬のカゼとは違います～

順天堂大学静岡病院市民公開講座 

17：30～18：30（開場17：00）平成28年6月20日■月

第４４回

講　師　新生児科・小児科　准教授　寒竹 正人先生
かん たけ まさ と

『放射線治療　過去・現在・未来』
順天堂大学静岡病院市民公開講座 

17：30～18：30（開場17：00）平成28年5月24日■火

第４３回

講　師　放射線科　准教授　水谷 好秀先生
みず たに よし ひで

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お問い合せ

参加費
無料

申込み
不要


